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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様おはようございます。 

枝幸も暑い日が数日間続いているようでありますが、本州においても真夏と見紛うような

暑い日が連続しているようでございます。 

北海道も、2100 年ぐらいまでには、夏の気温が 40 度になるような予報もございます。北

海道が 40 度ぐらいになると本州が何度になるんだろうというそういう心配もあります。 

今年は、梅雨の期間があるようなないような状況だというふうに聞いております。我々の

食料も大変な状況に置かれているのかなというふうに思いますし、また、枝幸の基幹産業で

あります漁業についても、昨年、秋鮭が不漁であったり、またホタテの状況も非常に良くな

いということ、それから函館沖のイカの漁なんかも大変厳しい状況だということであります。 

これから、いろんな要因の中で大変な変化をしていくと思いますが、我々の英知を結集し

て、やはりこれに対応していかなければならないのではないかなというふうに思います。 

世界情勢についても、この席から意見は述べませんが、日本が平和を希求するそういう国

であってほしいなというところを強く思う次第であります。 

これまで、７月の初めに行われました枝幸かに祭りも、うまいもん祭りとして、７月５日、

６日の２日間開催をされます。多くの皆様のご来場を望むものであります。 

それから、本定例会もネクタイの未着用を許可しております。また、マスクも任意として

おりますので、皆さん、それに対応して適度に行っていただきたいというふうに思います。 

それでは、これより令和７年第２回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

本日の会議を開きます。 

出欠状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でございます。

定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議をとり進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ２番渡辺明徳議員、11 番秋川祥雄議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２、会期の決定についてお諮りいたします。 

本定例会の会期は、６月 19 日開催の議会運営委員会において協議し、本日から 27 日ま

での２日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 27 日までの２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３、諸報告に移らせていただきます。 
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議会の諸報告でございますが、それぞれ皆様のお手元に配付しておりますとおり、３月６

日開会の第 1 回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主なものだけを報告

させていただきます。 

枝幸高校生との懇談会は３月 13 日に開催し、１年生と枝幸町のまちづくりについて五つ

のグループに分かれ懇談を行い、その後、２年生からえさし探求の発表を聞きました。 

昨年度から始めたこの取組みですが、今後も継続して実施していくこととし、生徒からの

意見や要望について、実現可能なものについては町政へ反映させていくことを確認いたしま

した。 

白老町議会行政視察研修は３月 26 日に実施し、議員８名が参加をいたしました。白老町

議会では、開かれた議会、信頼される議会を目指した議会改革の取組みが展開され、移動常

任委員会や出前トークの実施など、住民の声を聴き取る取り組みを行っております。当議会

の取組みにおいて、大変参考になった次第であります。 

宗谷町村議会議長会定期総会が４月 16 日に稚内市で開催され、私と事務局長が出席し、

令和７年度の事業計画について承認いたしました。 

第２回枝幸町議会臨時会は４月 28 日に開催され、専決処分７件を承認したほか、条例案

１件、公有財産の取得２件について審議し、可決しております。 

宗谷管内町村議会議員研修会が、５月 20 日、稚内市で開催され、株式会社セコマ取締役

会長丸谷智保氏の講師のもと、産業と地域を支える物流の重要性について講演を受けており

ます。 

第３回枝幸町議会臨時会は５月 27 日に開催され、工事請負契約１件、公有財産の取得２

件、補正予算１件について審議し、可決しております。 

議会改革特別委員会は、第２回目を４月 28 日に、第３回目を５月 27 日に開催し、一般

質問における一問一答方式のあり方についての確認や、次期の改選に向けた議員定数、報酬、

期末手当の支給率などについて協議を重ね、一定の方向性を出したところであります。 

北海道町村議会議長会総会が６月 10 日に札幌市で開催され、私と事務局長が出席してま

いりました。各地区議長会からの提出議題として、宗谷町村議会議長会からは、物流業界等

における 2024 年問題への対応についてを提言いたしました。また、議会の機能強化及び多

様な人材が参画する環境整備の促進など 15 件の大会決議を採択し、総会を終えたところで

す。 

議会広報編集特別委員会は、第３回目を５月７日に開催し、議会広報 72 号の発行に向け

た協議が行われ、５月 29 日付で各家庭に配布しております。第４回目は６月 19 日に開催

し、議会広報 73 号の編集に向けた協議が行われております。 

総務文教常任委員会は６月 12 日に開催し、部活動の地域展開の状況について、所管事務

調査を行っております。産業厚生常任委員会は６月 13 日に開催し、再生可能エネルギー発

電の事業化への対応状況についてなど４件の所管事務調査を行っております。 

議会運営委員会は６月 19 日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議をし

ております。 

以上簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 
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（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和７年第２回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうございます。 

本定例会につきましては、単行議案が５件、補正予算に関する議案が２件、報告事項４件

をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

３月６日に開会されました令和７年第１回定例会以降の諸行事につきましては、お手元の

報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いたします。 

はじめに、ふるさと教育の取り組みの一環として、令和３年４月から枝幸高等学校の生徒

を対象に開設しております枝幸町公営塾の再開についてご報告いたします。 

スタッフの退職により、本年３月から一時休止としておりました公営塾は、安定的な運営

確保のため、全国各地の学習塾で専門的な学習支援を提供する民間事業者の運営に移行し、

道内でも指導実績のある塾講師２名が着任され、今月から再開しました。 

既に前年度から継続して受講する９名の生徒を含め計 18 名の新規申し込みがあり、成績

向上や進路実現に向けた長期的な学習計画による新たな指導が始まっています。 

今後も公営塾では、枝幸高等学校の教育を補完し、教育委員会とも連携しながら、地域の

人材育成のために学習指導の充実を図ってまいります。 

次に、枝幸漁業協同組合によるホタテ貝無料配布についてご報告いたします。 

この度のホタテ貝無料配布につきましては、港湾や漁港の整備を始め、昨年度実施したホ

タテ漁業船の建造や外国人乗組員宿舎の整備など、町からの大きな支援に対する町民の皆様

への感謝として、枝幸漁業協同組合が実施するものであります。 

６月 21 日には、枝幸市街地区を除く各地区において、水揚げされたばかりのホタテ貝が

１世帯に 25 枚ほど配られ、町民の皆様におかれましては、大変お喜びになられたことと存

じます。 

なお、枝幸市街地区については、28 日に実施を予定しているとのことであります。ホタ

テ貝の無料配布を実施いただきました枝幸漁業協同組合に対しましては、この場をお借りし

て厚くお礼を申し上げます。 

次に、加須美峠における安全対策についてご報告いたします。 

現在、美深町との町界にある加須美峠周辺では、タケノコ採りのシーズンを迎えておりま

す。 

毎年多くの山菜取り愛好者が訪れる地域でありますが、これまでに入山者の行方不明事案

が発生しており、その都度、美深町枝幸町関係機関による大規模な捜索活動が行われており

ます。今月５日には当町関係者だけでなく、美深町の役場、消防署、消防団や警察署など関

係機関が一堂に会し、加須美峠遭難予防対策会議を開催いたしました。 

この会議では、遭難事故防止を目的として、巡視パトロールの実施と、看板の設置や広報

誌、ホームページによる啓発活動などを進めることを確認いたしました。 

そのような中、今月 15 日、当町の町民の方が、美深町側で行方不明となり、翌 16 日の

早朝より名寄警察署、美深町の町職員、消防職員、消防団員など約 50 名による捜索活動が

行われました。幸いにも昼ごろには無事発見され、大事には至りませんでした。 

町民の皆様には、山に慣れていても油断せず、単独での入山は避け、天候の確認と十分な

装備の準備など、安全対策の徹底を改めてお願い申し上げます。 

最後に、叙勲関係についてご報告いたします。 
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工藤 章氏が、２月１日付けで旭日単光章のに浴されておられます。 

工藤氏は昭和 58 年５月に旧枝幸町議会議員に当選され、以来、合併により失職する令和

18 年３月まで 6 期 23 年余の長きにわたり、豊富な行政経験と、卓抜な識見により、産業の

振興・発展と住民福祉の向上にご尽力され、地方自治の進展に多大な貢献をされた功績によ

るものであります。 

ここに改めて、その栄典を祝し、深甚なる敬意と感謝の意を表する次第であります。 

以上を申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から去る３月６日に開会されました第１回定例会以降の教育行政の中から、主な点につ

いて報告いたしますが、諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し願います。 

はじめに、各小中学校の入学式が４月６日から８日にかけて行われ、小学生 52 名、中学

生 43 名が入学されました。新入生は、毎日元気に登校し、今は学校生活に馴染んできた頃

と見受けられます。 

次に、５月 14 日にハマナス大学の入学式が中央コミセンにおいて行われ、62 歳から 92

歳までの 37 名が入学されました。 

今年度は、教養や健康、軽スポーツ、研修旅行など年 10 回の定期講座と特別講座のほか

に、水墨画、手芸、写真の三つのクラブ活動が実施されます。 

この日は第１回の定期講座として、枝幸警察署から特殊詐欺等の現状と被害防止対策と題

し、講話をいただきました。 

次に、各小中学校の運動会体育祭が５月 18 日の枝幸南中学校を皮切りに順次開催されま

した。 

今年は天候に恵まれ、全ての学校において屋外で開催することができ、子どもたちは、日

頃の練習の成果をいかんなく発揮していました。 

次に、６月２日から中央コミュニティセンター前の駐車場で朝のラジオ体操会が始まり、

初日は 45 名の参加がありました。 

朝のラジオ体操会は昭和 39 年にスタートし、今年で 61 年を迎える恒例の事業となって

います。 

ラジオ体操愛好会のご協力により、幼児から高齢者まで、多くの町民の皆さんが清々しい

１日のスタートを切っています。町民の健康や体力づくりはもとより、世代間の交流促進、

そして子どもたちの望ましい生活習慣の定着を図るために、今後も継続してまいります。 

最後に、５月 12 日から各地区毎に小中学校適正規模・適正配置計画案について検討会を

開催し、現在、全地区において第１回目の対話を終えています。 

様々なご意見やご要望をいただきましたが、全体的に概ねご理解をいただいているものと

受け止めております。 

７月からは、要望等に対する回答を軸に再協議を行う予定であります。 

以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育行、教育長の教育行政報告が終わりました。 
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◎日程第５ 枝幸町議会議会改革特別委員会中間報告 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 枝幸町議会議会改革特別委員会中間報告を議題といたし

ます。 

議会改革特別委員会から、会議規則第 47 条第２項の規定に基づき、議会改革特別委員会

中間報告をしたいとの申し出がありました。 

お諮りいたします。本件は、議会運営委員会において協議し、申し出のとおり報告を受け

ることにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会改革特別委員会中間報告を受けることに決定されました。 

村上議会改革特別委員長の発言を許します。登壇の上、報告願います。 

村上議会改革特別委員長。 

（議会改革特別委員会委員長村上守義君 登壇） 

○議会改革特別委員会委員長（村上守義君） 枝幸町議会議会改革特別委員会中間報告につ

いて、当委員会の委員長であります私の方からご報告申し上げます。 

まず、１ページから５ページ上段にかけて、令和４年９月の本委員会設置以降の委員会開

催状況について、５ページ下段に幹事会開催状況について、また、６ページから９ページ上

段にかけて、委員会としての活動について、それぞれ時系列に掲載しておりますので、お目

通しを願います。 

それでは、９ページ中段の４特別委員会の審議経過と決定についてご報告申し上げます。 

括弧１、はじめに。 

枝幸町議会及び議員は、その責務を自覚しながら、直面する行政課題に即応し、町民の負

託に応える現在ある議会のルールや慣行・慣例を見直し、議会の本来あるべき姿を自ら検証

していく必要があります。 

平成 24 年６月に議会改革特別委員会を設置して以降、一問一答方式の導入、町長等の反

問権の付与、議会全日程の EOS 中継、高校生による議会傍聴の実施、議員定数及び議員報

酬の見直しなど、一定の成果を上げてきました。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により議会活動も停滞した影響で、

積み残した課題があったほか、議会活動に対する町民の理解度の低下や関心の希薄から議員

の無投票当選が３期続いた状況を問題視し、議員のなり手確保を取組みの最重点課題と捉え、

議会活動の内容を町民に発信することを重点とした調査研究の必要性から、令和４年９月定

例会において、再度議会改革特別委員会が設置され、これまで研究・検討等などを重ねてき

たところであります。 

なお、特別委員会の協議を円滑に行うため、本委員会開催の前段で、正副委員長、両常任

委員長、議会広報委員特別委員会委員長、１期目議員及び議長による幹事会を開催し、議題

によって一定の方向付けを行っています。 

さらに、より一層、議会改革を進めるにあたり、先駆的な議会活動を行っている道内各町

村議会の行政視察を行い、議会制度と議会改革の認識を深めています。 

10 ページに参りまして、括弧２、具体的事項の検討。 

①議会活動内容の発信について。 

これまで、議会活動内容の発信手段は、議会 EOS 中継のほか、定例会ごとに発行されて
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いる議会広報誌えさし議会だよりのみでありました。 

特に議会広報誌は、縦書きによる文字の羅列が多く、町民が手に取って読んでもらう内容

と少しかけ離れていた印象があったことから、令和６年３月定例会後の広報誌より横文字掲

載を始め、写真やイラスト等を多用し、また、令和６年９月定例会後の広報誌により、町民

インタビューのコーナーを設けて、より町民が親しみやすい広報誌の発行を心掛けました。 

加えて、令和５年 10 月に枝幸町ホームページ内に議会ページを開設し、議会用語解説、

議会の運営、議会の権限、議会の組織などについての説明、議会の紹介、本会議の会議録な

どを掲載し、議会活動について理解を深めていただく内容としました。 

②町民懇談会の実施について。 

当議会は、少なくとも合併以降は、町民との懇談会が未実施であったため、このことで、

議会活動に対する町民の理解が得られず、また関心の希薄に繋がってきた要因と考えられま

す。議員の無投票当選が３期続いた状況を問題視し、議会活動を町民に発信して、議員のな

り手確保を図るため、また、まちづくりに対する若者目線での意見や、子育て支援の充実を

図るための意見を町政に反映していくため、枝幸高等学校生やファミリーサポート会員との

懇談会を実施しました。今後とも、１次産業など多方面の町民との懇談を含め、継続的に実

施していくことといたしました。 

③他町村議会への行政視察研修について。 

令和６年度において、これまでの議会活動の見直しを図るべく、鷹栖町議会、別海町議会、

白老町議会への行政視察を実施しました。 

鷹栖町の行政視察研修においては、特に議会広報を参考とし、当議会広報誌の町民インタ

ビューを実施し、より町民が親しみやすい広報誌の発行に繋げました。 

別海町議会では、一般質問検討会議を実施し、大学教授の助言・指導のほか、同僚議員同

士の意見交換等により、一般質問内容の精度を高める取組みを行っています。 

当議会でこの取組みを行うか否かについては、さらに議論を深めていく必要があることか

ら、改選後の体制において継続審議も課題とすることで確認しました。 

11 ページに参りまして、白老町議会は、町の政策や行政の課題に注目し、常任委員会内

でのテーマを決めた所管事務調査をはじめ、移動常任委員会の実施や出前トークの実施、自

治体基本条例の制定や、通年議会制の導入など、レベルの高い取組みを行っているいたこと

から、議会の活動について大変参考となる事項が数多くありました。 

上記議会は、ともに斬新かつ活発的な議会活動が展開されていることが要因なのか、若年

議員や女性議員が多く、議会活動の活性化が図られている印象を受けました。 

④議員定数・報酬等について。 

議員定数については、平成 18 年の新枝幸町誕生時は、合併協議により 22 名であったが、

平成 22 年の改選期には旧町区域とした選挙区を廃止し、８名減の 14 名としました。 

また、平成 30 年の改選期に２名削減とし、現行の 12 名に至っております。 

議員報酬月額については、平成 30 年４月より、議長 28 万 5,000 円、副議長 22 万 5,000

円、各委員長 21 万 5,000 円、議員 20 万 5,000 円とし、現在に至っています。 

期末手当については、平成 23 年４月より、これまでの報酬月額の 3.95 ヶ月分から、勤

勉手当に相当する 0.45 ヶ月分を減じて、議員独自削減により支給率 3.5 ヶ月分に変更し現

在に至っております。 

しかしながら、全国的にも、特に小規模自治体においては、議員のなり手確保が難しくな

ってきており、当町も例外ではない状況であります。 
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自営業者や会社、団体役員等が現職の大半を占めていることから、次の改選期において、

意欲ある若年層が経済的理由等で出馬断念することを解消すべく、議員活動に専念できる環

境を整えていくことを念頭に協議を進めてきました。 

具体的な議論を進めるにあたっては、定数と議員報酬を合わせた協議を行うと論点が混乱

する恐れがあることから、定数の結論が出た後に報酬について協議をしました。 

その結果、報酬月額については据え置きとし、期末手当の支給率は、町理事者及び職員と

同等支給率（報酬月額の 4.6 ヶ月分）に改め、役職加算については適用しないことで合意

しました。 

また、定数については、北海道内の人口規模や財政規模が同等程度の町村議会と比較して

も、現在の定数は多いと言えず、加えて、当町の産業構造等を考慮すると現行の２常任委員

会体制を維持すべきであることから、それにより定数は据え置きの 12 名とし、人口が

5,000 人台まで減少するような状況でない限り、定数を変更しないことで合意しました。 

加えて、定数を減ずることにより、幅広い民意の吸い上げができない。本会議のほか、各

委員会全員協議会、一部事務組合議員、議会広報活動など、議員の活動量を踏まえるなどの

理由により、現状の定数を維持するべきとの意見があったことを申し添えます。 

なお、期末手当の支給率改正については、令和７年９月開会の第３回定例会において、枝

幸町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について発議案を

提出する予定であります。 

その他の取り組みについて。 

その他の取り組みとしては、令和６年６月定例会で議会会議規則及び議会委員会条例を改

正し、議会のオンライン化を進め、その中で、委員会の会議参加においては、育児、介護、

病気などの特殊事情がある場合については、オンラインによる出席を可能とする体制を構築

しました。 

また、令和７年３月定例会には、議会ハラスメント防止条例を制定し、議員間又は町職員

に対するハラスメントの防止を図ることにより、若年者や女性が議員に立候補しやすい環境

を整備しました。さらに、令和７年４月には議会傍聴規則を改正し、特に小さなお子さん連

れの方の傍聴を可能としました。 

括弧３、最後に。 

これまでの取り組みについて、具体的な結論が出ていない事案も数多くありますが、現議

員の任期が令和８年４月までであることを考慮し、本特別委員会における審議は、遅くても

年内をめどに実施可能なものは実施していくという姿勢のもと、一定の結論を出す方向で引

き続き検討・審議を行っていくものとします。 

また、町民懇談会については、今後も引き続き実施し、民意を町政に反映していくことと

しました。 

なお、一般質問検討会、議常任委員会所管事務調査のあり方、子ども会議の実施など大き

なテーマとして議論している事項が数多くありますが、これらについては、任期内に調査・

研究する事項とするか、次期の課題事項とするか否かについて、引き続き協議していくこと

をここに記し、議会改革特別委員会の中間報告といたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、委員長の報告が終わりました。 

お諮りいたします。質疑・討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、質疑討論を省略させていただきます。 

これをもちまして、議会改革特別委員会中間報告を終わります。 

 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 一般質問を行います。 

通告は、３名から３問６項目であります。一問一答方式で行いますので、１項目ごとに質

問をお願いをいたします。質問する議員は、登壇のうえ発言していただき、再質問以降も登

壇のまま発言していただきます。 

理事者側の答弁は、１項目ごとに、最初の答弁は登壇のうえ発言していただき、再質問に

対する再答弁は自席にてお願いをいたします。２項目以降も同様にお願いいたします。 

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、１人当たりの持ち時間は、答弁時間を含めて

１時間以内といたします。 

それでは、受理順番に従い、発言を許します。 

４番徳保喜幸議員の質問の１項目めの質問を許します。 

４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

ご案内のとおり、今定例会から、一般質問形式を本来の一問一答方式に徹するということ

で、新しい質問の仕方をするという、トップバッターということで、若干緊張はしておりま

すけれども、よろしくお願いいたします。 

それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

枝幸町立小中学校の適正規模・適正配置計画に対する今後の対応について。 

当町には、最上位計画である枝幸町まちづくり計画があり、教育分野においても枝幸町教

育大綱が定められ、枝幸町教育推進計画があります。 

まちづくり計画、教育大綱については、令和７年が最終年ではありますが、各計画の中で

記述のない小中学校の適正規模・適正配置計画が、今年に入り教育委員会内に検討委員会が

立ち上がり、検討委員会の計画案が示され、現在、地域説明会が進められていると承知をし

ております。 

閉校が計画されている地域の学校は、子どもたちの学習の場ということだけではなく、地

域住民にとっても重要なコミュニティの中心として存在していたと考えます。 

その地域のありように大きく関わる地域の学校の閉校計画を決定するにあたっては、議会

としてもしっかりと議論をしていたいかなければならないものと認識をしますが、我々議員

の任期も今年度が最終年度であります。 

特に、町民に開かれた議論の場はこの本会議しかなく、それほど多くの機会はありません。

そこで、現状においての当町の小中学校の今後の考え方について、いくつか伺いたいと思い

ます。 

まずは、今後の枝幸町立小・中学校のあり方について。 

検討委員会の説明では、文科省から 10 年前に少子化に対応した学校づくりとして、適正

化の指針が示されていた中、枝幸町はこれまで対応してこなかったとの説明がありました。 

そのような中、検討委員会からは、今回は、児童生徒にとって最善の利益を早急に還元す

ることを狙いとした適正化として、令和９年度から、小学校は４小学校が閉校して３小学校
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とし、中学校は令和 12 年から１校とする案が示されております。 

現状では案ではあると思いますが、既に地域説明会も行われているということでもありま

す。この地域説明会の結果を踏まえ、今後の枝幸町の町立小中学校のあり方についてどのよ

うに考えているか、学校設置者としての町長及び教育長それぞれの所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

はじめに、私と教育長それぞれに対してのご質問ということでありますが、学校設置者と

して同じ考えでありますので、私から答弁させていただきます。 

まず、小中学校の適正化に係る検討会についてですが、５月初旬から各地区ごとに開催し、

現在、全地区において第１回目の対話を終えているところであります。 

検討会では、様々なご質問や貴重なご意見をいただきましたが、ほとんどの地区において、

大筋では適正化にご理解いただいたものと、認識しております。 

しかしながら、検討会での要望や課題について、再検討を要する事項があり、合意形成が

保留となっている地区があるため、７月の再協議に向けて現在準備を進めているところであ

ります。 

次に、今後の小中学校のあり方についてですが、未来を担う児童生徒が安心して学び、成

長できる環境を整えることは、学校教育の重要な使命の一つであると捉えております。 

特に、義務教育期間は、人格を形成する上で重要な時期ですので、学力はもとより、多様

な考え方に触れ、思考力や判断力、表現力などを育み、社会性や規範意識を学べる環境が必

要であります。 

一方、少子化の影響により、町内の小中学校は小規模校か複式校のみとなっており、今後

も児童生徒数の増加が見込まれない状況にあります。 

このため、小中学校の適正化を図り、一定規模の児童生徒数を確保することや、経験年数、

専門性など、バランスのとれた教職員を配置できる学校規模とすることが非常に大切である

と考えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、私の質問の書き方が、お話の仕方が悪かったのか、汲み取っ

て聞きたかったお答えというよりは、現状の検討委員会の進み方の中で終始していた答弁だ

ったなというふうに思います。 

実は、３月定例会で同僚議員が、教育長に対して教育に対する当町の未来図を示してくだ

さいという言い方で質問をしてましたけども、その教育長の答弁の中にも、将来をどう考え

ているかという期待するようなご答弁というのはなかったというふうに認識をしてます。 

この、なぜ、町長、今回、私が町長それから教育長２人に今後の枝幸の教育環境のあり方

ということで質問をまずはしたのかというと、やっぱりそのビジョンが見えないと、どこに

向かっていくのかっていうことがなかなか見えてこないんだろうなというふうに思うんで、

まず、そこをお聞きするのは大前提なんだろうというふうにお聞きをしたくてですね、質問

を作らせていただいたわけですけども。 

冒頭の町長のご発言で、町長としても教育長としても同じ考えであるということでしたん
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で、再質問ですから、町長の答弁に対しての再質問ですから町長にしなければならないのか

もしれませんけども、今、この検討委員会からの案が進行している中、なかなか率直な答弁

というのは難しいのかもしれませんけども。 

トップリーダーとして、やっぱり枝幸町の教育環境が今後どうなるんだということをもう

少し、はっきりと町民なり我々に示していただかなければ、今後、議会としても合意形成を

していく中で、その目安となる部分がなかなか見えないんだろうなというふうに思いますけ

ども。 

その辺、今後の枝幸町の教育環境は、こうしていくんだっていうお考えをもう少し具体的

にお話をしていただければ、ありがたいなというふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 徳保議員の再質問ということですが、今のご質問の中でも、将来的

な教育のビジョンが見えないということでございましたけども、既にですね、これまで、今、

今回の適正配置の再計画の案の検討ということの中でですね、先ほど申し上げましたけれど

も、全地区に対する説明会を終えている。 

そういった内容については、既に議会に対してもですね事前に十分ご説明しているわけで

すが、そういうその適正化の計画に至った流れの中でですね、少なくとも、やっぱり、今、

枝幸町の教育の目指す姿っていうのは、ある程度説明してきてると思うんですよね。 

特に 10 年前に国が示しているという中で、枝幸町としての取り組みがちょっとなされな

かったというところもありますけども、ご存知のように、日本のその人口減少っていうのが、

特にこの 10 年でですね、特にやっぱり若者が減って、そして子どもが生まれるのが減って

ということで、少なくとも、激変、言えば子供の数の減り方っていうのは尋常でないぐらい

減ってるわけですよね。 

そういう中で、今、やはり枝幸町として、将来目指す小中学校のあり方っていうものをで

すね、ここにきてやっぱり危機感を持って今取り組んでいるわけですから、そういう中で合

併して 20 年が経って、当然、今、今年からまちづくり計画、そういう中には、前まちづく

りのものを網羅した中で、今、まちづくりのですね計画策定というのが、今後、将来 30 年

に向けてということで始まっているわけですから、そういう意味で、今ここでですね、具体

的にそのビジョンということもですね、なかなかちょっと申し上げにくいというところもあ

りますんで、そういうところで私の答弁させていただきますし、なお細かいところについて

は、また教育長の方から若干の補足があれば、そこは補足させていただきますけども、終わ

ります。 

○議長（小原 仁君） 徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、なかなか今その計画が進行している中で、時期で、私も聞い

てます。 

その理由は、先ほども申し上げましたように、決定までの時間がなく、この議場において

議論する機会っていうのがなかなか何回もないという中で、今、議会で質問をさせていただ

いておるわけですけども。 

やっぱり町がこう考えているからこう進んでいくんだ、その教育の責任はやっぱり町にあ

り、教育委員会が司るわけですから、そこが、やっぱり、しっかりとした考えを持っていな

かったら、具体的な施策っていうのは、なかなか進んでいかないもんだろうなというふうに

思います。 

町長の答弁の中にもありましたけれども、この今年度これから始まるであろうこの第３次



- 13 - 
 

の枝幸町まちづくり計画、それから教育大綱についても、今年度中に新たなものが策定され

ていくんだというふうにも思いますけども、その中でやっぱりその将来ビジョンを、町長の

お考えそれから教育長のお考えがしっかり示されていなかったら、議論するその担当する委

員の皆さんも、なかなか方向性が見えないんじゃないかなというような思いもあるんで、そ

こら辺、やっぱりしっかりと目標・ビジョンを示すっていう必要があると私は考えますけど

も。 

その辺、教育委員会で何かお考えがあれば、お話をお聞かせ願いたいというふうに思いま

す。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えします。 

今年度、来年度に向けてのまちづくり計画の策定、それから教育大綱もですね、今年度末

で期限が切れますので、将来に向けての大綱づくりを進めていく予定であります。 

あと、議員おっしゃる枝幸町の教育の将来のビジョンというのもですね、まず義務教育に

ついては、小中学校適正配置の議論を進めているところですけども。 

やっぱり、子供、児童生徒の今後の推移ですね、人口の動態等も今後ちょっとその辺を見

据えながらですね、やはり小中学校のあり方、そうそれから教育、学校教育のあり方をです

ね、これから教育委員会では大綱づくりを中心にですね、そういう考え方理念をですね、や

っぱり教育委員会の会議を中心に、あとあの総合教育会議、町長も入る総合教育会議の中で

ですね、十分、そこは将来を展望した議論をですね進めてまいりたいと思ってます。 

あと、議会に対しても、今回の適正配置の、まだ、今、現在進行形なんですが、随時、細

やかにですね報告と相談していきたいと考えております。 

私からの答弁については、以上です。 

○議長（小原 仁君） 徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、今、教育長から答弁あったように、大綱づくり、それからま

ちづくり計画の中で、また、総合教育会議の中で、しっかりと討議していただきたいという

ことを申しあげておきます。 

この適正配置、それから小規模校の閉校ということについては、いつか通らなければなら

なったということで、検討会議の様子をお聞きしても、ほとんどの地域が大きな反対はない

というようなことであるというふうにも聞いております。 

むしろ、若いご父兄の方々からは、早く大人数の中で勉強したいという、させてください

というようなそんな意見が数多くあるように思います。 

そんなことでは、私もその適正配置ということにつきましては、しっかりと推進すべきだ

というふうな立場をとっております。決して反対するものではございませんので、しっかり

と今後の推移も含めてですね、我々議員としても考えていかなければならないだろうなとい

うふうに考えております。 

一つ目の質問は、以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、徳保議員の１項目目の質問を終わります。 

引き続き、徳保議員の２項目目の質問を許します。 

徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、それでは２項目目の質問をさせていただきます。 

枝幸町立学校設置条例の改正についてでございます。 

現議員任期、それから町長任期、双方、今年が最終年でありますことは先ほども申し上げ
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ましたが、今後の学校及びまちづくりにも大きく影響を与えることであろう重要な事柄を、

今年方向性を示すということでありますので、将来に責任がある者として、今年中、できれ

ば９月定例会での学校設置条例改正が必要ではないかと考えます。 

検討委員会の案のとおりであれば、令和８年度末でそれぞれ地域に根ざし、それぞれの長

い歴史と伝統ある４小学校が閉校となります。 

通常であれば令和８年度の学校事業は閉校記念の冠を付けたものとなるのではないでしょ

うか。また、その他に記念事業もあるでしょう。 

それらの計画は今年度内に検討されるものと推察しますし、各地域とも閉校に向けた様々

な準備もあることでしょう。 

その学校また地域での計画づくりの裏付けのためには、やはり９月定例会での条例改正が

必要だと私は考えますが、教育長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

学校の適正化については、ほとんどの地区において大筋でご理解いただいていると認識し

ていますが、引き続き協議が必要な事項もあります。 

今後、さらに課題解決に向けた協議を行い、地区の意見を反映しながら、適正化計画の策

定に向けた期間を十分に確保するため、12 月議会定例会で条例改正を提案いたします。 

なお、適正化計画については、条例改正の提案前に総合教育会議、教育委員会、議会全員

協議会においてご説明いたします。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 再質問があれば許します。 

はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 今の教育長の方から、12 月定例会において、この枝幸町学校設置

条例の改正を発議するというご答弁がございました。 

時間的に、そこまで引っ張らなければならない事情があるのかもしれませんけども、以前

に、あの全員協議会のときにお聞きした教育長のお考えからすると、ずいぶん変更あったな

というふうに評価をしたいというふうに思います。 

まず、今のその検討委員会の動き方によって、９月はやっぱり無理だということで 12 月

にするというお考えになったのか、その時期的なことを決めた要因っていうのをお聞きした

いと思います。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今、現在、現在進行形で各地区といろいろ協議しながら進めてお

ります計画づくりですね、これも各地区から本当いろんなご意見、ご要望が出ております。 

やっぱり特に大きいのは、やっぱり通学ですね、やっぱり通学は、やっぱり例えば路線バ

スではなくて、やっぱり教育委員会のマイクロバスなりそういうワゴン車でですね、そうい

う通学をぜひともして欲しいとかですね、本当の細かな要望、ご意見をいただいてます。 

それを今の持ち帰りながら、その解決、課題解決に向けて、いろいろ関係機関とも協議し

ながら進めている中で、何とか、地域地区の方から合意が得られられるように鋭意取り組ん

でいるところです。 

ただ、それで計画策定については、一応９月頃を目途に考えてますけども、今後の状況に
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よってはですね、若干それが、ちょっとずれ込む可能性もちょっと否定できないもんですか

ら、今の時点で９月定例会で条例改正を提出するというのはなかなかちょっと言い切れない

部分がありますので、一応、徳保議員おっしゃるとおり、やっぱり地区にとっても、そうい

う特に閉校する地区については、閉校に向けてのいろんな準備をしたいということは重々わ

かりますが、やっぱり、きちっと計画をきちっと確定させた上で条例改正案を提出しなきゃ

いけないと思いますので、今のところは 12 月定例会を予定しているということでございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、先ほども申し上げましたけども、以前、全員協議会で聞いた

ときには、８年度の末のあたりで条例改正をするというような教育長のお考えがありました。 

それでは、やっぱり我々、それに決議をする議員としても責任を果たせないだろうという

ようなこともありまして、今年度中の条例改正が必要だろうというふうに私も考えてお話を

させていただきましたけども、現状の進行状況を考えるって、９月はやっぱり厳しいんだと

いうこともわからないわけではないので、まず 12 月定例会にしっかりと条例改正をしてい

ただくようにお願いできればというふうに思いますけども、学校の諸準備、来年度に向けて

の諸準備というのは、12 月に、８年度の末で学校が閉校するっていうことを準備すること

に対して、十分間に合うというふうに考えてよろしいでしょうか。 

来年の閉校する学校の諸行事に対しての考え方を計画していく中で、通常の来年度の学校

計画をつくるのは、おそらく 12 月ぐらいからもう始まってるんじゃないかと思うんですけ

ども、それには間に合っていきますよというお考えでよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまのご質問にお答えします。 

やっぱり学校現場の方からですね、校長会の方から、確かにそれを不安視する声もでてお

ります。 

そういう、ちょっといろいろ意見とか要望等も校長会の方からありますので、それを教育

委員会としても検討委員会としてもそれを受け止めてですね、今後、慎重に検討して調整し

ているいく段階でありますので、そこはちょっと、もう少し校長会といろいろ、こう細かく

すり合わせしていきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、本当に 12 月定例会での条例改正をですねしっかりと準備し

ていただいて、それに向けて、しっかりと各学校への配慮もお願いをしたいというふうに思

います。 

私、山臼地区ですんで、山臼に今年の春赴任していただいた校長先生っていうのは、前任

２校続けて学校閉鎖をしてきたあの校長なもんで、非常に閉鎖については知識のある校長が

山臼地域におります。 

以前お話を聞いたときにも、校長会の中でも、まだ全然具体的な話がないんだというよう

なお話も聞いておりましたので、ぜひ、あの校長会等にもですね、なるべく早めな相談って

いうのをしていただければなというふうに思って、この質問については終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、徳保議員の２項目めの質問を終わります。 

あの、１時間以上経ってますんで、３項目目は休憩明けにお願いいたします。 

それでは 11 時 15 分まで休憩をしたいと思います。10 時 15 分です。11 時、11 時 15 分
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ですね。失礼しました。 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、一般質問を続けます。 

徳保議員の３項目目の質問を許します。はい、徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） それでは、３項目めの質問をさせていただきます。 

閉校する学校に対し、閉校事業への町助成金の検討について、ということであります。 

今回の各学校の閉校は、町の考え方のもと行われるものです。また、決定から閉校まで時

間がない中で、各種計画を検討する必要があります。 

他市町村の学校閉校でも自治体からの助成金等があるとお聞きをしておりますが、時間の

ない中、長い歴史と伝統ある学校の閉校にあたり、各閉校事業を計画する学校に対し、町助

成金が必要と考えますが、今回、町としてどのように考えているか、教育長の所見を伺いま

す。 

○議長（小原 仁君） はい、答弁を求めます。 

教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

長い歴史と伝統ある学校の閉校につきましては、地域にとって大きな影響があるものと認

識しております。 

ご質問にあります閉校事業への町助成金につきまして、直近では乙忠部小学校の閉校時に

交付しております。 

閉校事業を計画する学校については、各地区との均衡を図りながら、過去の事例を参考に

対応してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 過去の事例に沿ってということで、乙忠部小学校の閉校の際にも助

成金が出ているということでございますので、しっかりと、そういったところを手当をお考

えいただければありがたいというふうに思います。 

この質問については、再質問はいたしません。以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の一般質問を終わります。 

続きまして、５番野口洋郎議員の１項目目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして、マイナカード、マイナ保険証の取り扱いについ

て、町長に伺います。 

厚生労働省は、今年４月３日、75 歳以上の後期高齢者全員に対し、暫定的な運用として、

マイナ保険証の有無に関わらず全員に資格確認書を交付することを決めました。 

本来、マイナ保険証を持っている人には資格確認書は届きませんが、持っているが、マイ

ナ保険証を持っているが、使っていないという方が非常に多いため、混乱を避けるための決

定だと思われます。 
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当町の場合、後期高齢者の人数は 1,473 人で、そのうちマイナ保険証に登録している方

は 964 人、65.4％です。しかし、マイナ保険証に登録しているが、マイナ保険証を登録し

て利用している人は 227 人で、利用率は 23.5％になり、マイナ保険証を持っているが利用

していないという方が 737 人、76.5％いるということになります。 

今回、この 737 人の方も含めてですね、資格確認書が届くということになっております。 

そこで、１項目目の質問ですが、マイナ保険証と資格確認書について。 

後期高齢者になっていない国民健康保険利用者はどうかというと、当町の場合、国保利用

者は、利用者数は 2,288 人、マイナ保険証登録者は 1,540 人で 67.3％、この中でマイナ保

険証利用者は 519 人で、利用率は 33.7％にとどまります。 

マイナ保険証に登録しているが、利用していないという方が 1,021 人いるということに

なり、この方々には、資格確認書が届かないという事態になり、大変混乱するということに

なると思います。 

自治体によっては、後期高齢者と同様に、全員に資格確認書を送るというところもありま

す。当町としては、どのような対策をとる考えなのか、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

マイナンバー法等の一部改正により、昨年の 12 月１日をもって健康保険証の新規発行が

終了し、マイナンバーカードを健康保険証として利用する、いわゆるマイナ保険証の運用が

基本となっております。 

それに伴う経過措置として、後期高齢者医療制度及び国保では、発行済みの健康保険証は、

本年７月 31 日までの有効期限となっております。 

ご質問の７月に実施する健康保険証一斉更新時の対応ですが、まず、後期高齢者医療制度

では、マイナ保険証の利用登録の有無に関わらず、これまでの健康保険証の代わりとなる資

格確認書を加入者全員に発行します。 

そのため、マイナ保険証又は資格確認書を医療機関の窓口へ提示し、受診することになり

ます。 

次に、国保加入者では、マイナンバーカードをお持ちでない方や、マイナ保険証の利用登

録をしていない方で、全体の約３割となりますが、この方々には、健康保険証の代わりとな

る資格確認書を発行しますので、医療機関の窓口へ提示し、受診することになります。 

また、国保加入者のうち、残りのマイナ保険証の利用登録が済んでいる方々には、資格情

報のお知らせを発行いたします。資格情報のお知らせは、マイナンバーカードを医療機関の

機器で読み取りができない場合や、機器の設置がない場合などに使用するための書類であり

ます。 

そのため、健康保険証により受診していた方は、資格情報のお知らせのみでは医療機関で

受け付けができないため、受診の際には必ずマイナンバーカードの持参が必要となります。 

なお、これらの取り扱いは、国及び道からの通知に基づいた対応となり、７月下旬までに

加入者へ更新後の資格確認書などを送付しますので、今、７月の広報により周知をしている、

進めるところであります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 
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野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、これ、なかなか面倒くさい話だなと思うんですけど、元々マ

イナンバーカードも持っていない、マイナ保険証を持っていないっていう人は、無条件で資

格確認書を送られてくるんですよね、だから全然問題ないんですけども。 

質問にも、町長の答弁にもありましたマイナカードを持っている、そして、マイナ保険証

の登録もしているが、それを使わずに、今も、現在持っている、今まで持っていた保険証で

受診している方については、後期高齢者は、先ほど言いましたように全員に配布になるんで

すけども、そうでない国保利用者の方は、要するに、今まで保険証を使っていたが、その保

険証は７月 31 日で期限が切れてしまうんですよね。 

一番問題大になるのは、枝幸の国保病院で受診だったら行ったり来たりとかできるような

気もするんですが、例えば、旭川だとか札幌だとか遠いところに受診されている方で、たま

たま保険証しか持っていない、さっき町長答弁で資格情報のお知らせというのが届くという

ことだったんですけども、だけど、やっぱり失念してしまう方もいらっしゃると思うんです

ね。そういう方が、昔の健康保険証だけ持って遠くの医療機関を受診するとした場合、これ、

受け付けられないっていうことになると思うんですが、この辺って何か、これをフォローす

るようなものっていうのがあるのかどうか、そこをちょっとお聞きしたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

先ほど申し上げていただきましたとおり、12 月２日以降は、新しい健康保険証の発行が

されないというか、停止となっている状況にあります。 

後期高齢者医療制度の方につきましては、12 月２日以降も暫定的に資格確認書を発行す

るということで運用になっていたんですけれども、それが１年間継続追加になるということ

で、令和８年度においても１年間有効なものを全員に発行するということになっているんで

すが、12 月２日以降国保加入者につきましては、マイナ保険証を登録されている方には、

資格情報のお知らせのみを交付するというような形でもう既に対応が始まっているところで、

来月いっぱいで健康保険証が使えなくなるということで、今、このように取り上げていただ

いて多くの方に知っていただくことが大切だとは思っているんですけれども、医療機関の窓

口で健康保険証のみしか持っていない場合、そういった場合は、医療機関の方から枝幸町の

国保の方に直接資格のお問い合わせいただいたりすることもありますし、各医療機関ごとの

対応によって、過去の受診歴から判断するですとか、いろいろな対応があるかとは思うんで

すけれども、基本的にマイナンバーカードにより受診するということになりますので、そう

いったことを周知を図ることが一番大切なのかなというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） マイナ保険証は、もう既にねこうやって動き出しているので、それ

に反対とかそういうことではなくて、要するにあの、使用率っていうのはすごく低いってい

うことが問題ですよね。 

そのマイナ保険証の利用登録をしているが、マイナ保険証を使ってないっていう人が、国

保利用者で先ほど言いました 1,000 人以上いるんですよね、1,021 人いるんですね。 

その人たちにどうやって今後お知らせをしていくかっていう、そこが一番問題かなと思う

んですね。 

もう７月の末ですから１ヶ月ちょっとしかないこの中でね、広報を当然７月の頭に出ます

から、そこでバンとやるとは思うんですけども、私、それだけで大丈夫なのかなっていう、
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そこが先ほど言ったように、遠くに診療に行ったときとか、その辺がすごく心配なんですよ

ね。 

その辺、何かこう、こうやって、町としてはこういう対策をとっているんだっていうのが

あれば、ちょっと教えていただきたいです。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） これらにつきましては、７月号の広報でお知らせする

とともに、保険証資格確認書をお送る際にですね、そういった文面も添えて加入者にわかり

やすいようにお知らせしたり、EOS 広報で周知したりですとか、そういったことで、マイナ

保険証を登録されている方は、必ずマイナンバーカードの持参が必要であるということを広

く周知を図る必要があるかなと思っております。 

また、12 月１日以降につきましては、社会保険、被用者保険に加入されている方も同様

な扱いになるかと思いますので、国保に加入されてる方ばかりではなく、社会保険に加入さ

れている方もマイナンバーカードで受診いただくような形となりますので、広く周知に努め

てまいりたいと考えております。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 周知がね大切だというふうには思います。 

ただね、先ほども何回も言いますけど、1,000 人以上の人が国保の場合ね資格情報のお知

らせが届くということになると思うんですよね。 

これ質問にも言いましたけども、自治体によってはすごく少ない自治体ですけども、全員

に資格確認書を送るという、そういう自治体も少なからず、少なからず、少ない自治体です

があるんですが、町としてそういうことが考えられないか、その暫定的でもいいと思うんで

すけども、その辺どうですかね。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

今、少なからず他自治体でもあるというようなお答えがあったんですけれども、情報とし

て把握している自治体としましては、東京都の世田谷区と渋谷区この２ヶ所のみで、全国的

にはなっておりまして、国ですとか道からの通知では、国民健康保険については、加入され

てる方の属性が様々であるっていうこと、そういったこともありまして、もし付き添いが必

要な方で、介護の付き添いが必要な方である方、そういった方については役場の方に申請い

ただくことによって、マイナンバーカードと資格確認書を持つことも可能になりますので、

どうしてもマイナンバーカードだけでは不十分な方につきましては、窓口の方で相談いただ

ければ資格確認書を交付いたしますので、そういったことでご理解いただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。よろしくお願いします。 

それでですね、あの大勢の方がこの資格確認書を、もしかしたら求めて窓口に来るという

ようなことも考えられます。 

そこで、窓口の対応ですけども、７月末で切れますのでね、ちょっと集中するのではない

かなというふうに思うんですよね。 

そこで、窓口の対応で何か考えてるのことがあるのか、あればちょっと教えていただけま

すか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 窓口の対応の件につきましては、後期高齢者医療制度
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で資格確認書を全員に発行するように扱いになっているという理由の一つが、あの窓口が、

後期高齢者の方では、特に介護申請されてる方ですとか多いために窓口が混乱するんではな

いかというのが理由の一つとなっておりますが、国保については、現在、そこまで窓口が混

乱するほどの申請があるとは見込んでおりません。 

そのため、来た際には、担当者３名おりますが、随時対応可能かというふうに考えており

ます。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

周知の方をぜひ徹底していただきたいと、広報、EOS だけでなくね、いろんな形で周知し

ていただければなというふうに思います。以上で、この質問は終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、野口議員の１項目目の質問を終わります。 

引き続き、野口議員の２項目目の質問を許します。 

野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 引き続き２項目目ですが、マイナカード及び電子証明書の期限の問

題についてお伺いいたします。 

マイナカードは 2016 年 1 月に発行が開始されて、今年 10 年目を迎えます。 

また、2020 年にマイナポイント等の特典がつき、その年にカードを取得したという方が

大勢います。 

マイナカードの有効期限は 10 年で、それでカードに搭載されている電子証明書というの

があります。これの有効期限が５年なんですね。 

今年多くの方が、マイナカードの有効期限と電子証明書の有効期限が切れるということが

起こり、これが 2025 年問題っていうふうに言われております。 

マイナカードに搭載されている電子証明書の有効期限が切れると、マイナ保険証として利

用できなくなるという問題があります。 

このことについて、町としてはどのような対策をとろうと考えているのか、お伺いいたし

ます。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

電子証明書の有効期限切れによるマイナ保険証の失効への対応ですが、本年３月に、国に

よりシステム改修が行われております。 

改修内容ですが、電子証明書の有効期限が切れた場合であっても、３ヶ月間はマイナ保険

証として引き続き利用が可能となっております。また、有効期限の３ヶ月前からは、医療機

関でマイナ保険証を利用した際に、システムの画面に更新案内が表示となります。 

なお、本年 12 月１日には、協会けんぽなど社会保険の健康保険証も有効期限の満了を迎

えることから、町民の方にマイナ保険証を安心してご利用いただくために、マイナンバーカ

ード、電子証明書の有効期限前の更新手続きを含め、周知に努めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ３ヶ月間の猶予があるということなので、その猶予があれば、また
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それほどの混乱は起こらないという、そういう考えたと思うんですよね。 

それで、要は先ほども言いましたとおり周知ですよね。 

これも期限が切れて使えないっていうような状況がそのまま放置されてしまえば、また、

窓口、医療機関の窓口に持ってっても使えないというようなことは起こってしまうと思いま

すので、その辺の周知について、これもマイナカードの確認書の関係とちょっとダブるかと

は思うんですけども、この辺の周知のことについてどのように考えているかをちょっとお聞

きしたい。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど町長の方から答弁がございましたとおり、マイナンバーカードの中には、安全性を

担保するために電子証明書っていう機能が内蔵されております。それの期限が切れましても、

３ヶ月間は保険証として引き続き利用することができます。 

その３ヶ月を過ぎた場合にありましては、自動的に職権で資格確認書本人の方に郵便でお

送りするというような形にはなるんですけれども、マイナンバーカード自体がマイナ保険証

以外にも運転免許証ですとか、行政手続き、税の手続き、その他含めまして、いろいろな分

野で利用が拡大されておりますので、電子証明書の有効期限が切れる前に役場の方で手続き

が必要となりますので、その辺の周知も含めてまいりたいと思っております。 

以上、答弁いたします。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりましたいずれにしても周知をしていただくと、町として、マ

イナンバーカードについての周知を徹底していただくということをお願いしまして、この質

問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、野口議員の一般質問を終わりします。 

続きまして、６番小林正浩議員の質問を許します。 

はい、６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） 通告に従いまして質問させていただきます。 

枝幸町のハラスメントへの対応。 

ハラスメントは被害者にとっても加害者にとっても不幸なことです。根絶を目標に取り組

まなければなりません。 

パワーハラスメントやマタニティハラスメント、カスタマーハラスメントなどに当町とし

てどのように対応するのか伺います。 

特にカスタマーハラスメント対応が注目を集めています。 

カスタマーハラスメントとは、顧客や取引先から受ける嫌がらせや過度なクレームなど、

著しい迷惑行為のことで、民間企業だけでなく、官公庁や自治体で働く公務員にも及んでい

ます。民間や公務員が受けたカスハラの内容は、暴言や説教が最も多く、次いで、長時間の

居座り、複数回に及ぶクレームとなっています。 

北海道では、これらを防止するため、北海道カスタマーハラスメント防止条例を昨年 11

月に制定し、今年４月から施行、働く方もお客様も、お互いに思いやりを持った社会の実現

へと周知しています。 

ハラスメントは、被害者にとっても加害者にとっても不幸なことです。同じ町民同士では
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なおさらです。あらゆるハラスメント根絶のための対応について、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

ハラスメントは、被害者の心身の健康を著しく損なうだけでなく、地域住民の生活の質や

安心・安全な暮らしにも影響を及ぼす要因ともなり、地域社会の信頼や、人と人の繋がりを

低下させるなど、深刻な問題と認識しております。 

まず、町の職場におけるハラスメントへの対応は、令和元年 12 月に枝幸町職員のハラス

メントの防止等に関する規程を制定するとともに、枝幸町ハラスメント防止に関する指針を

策定し、職員の責務、相談体制や対策委員会の設置、事案が生じた場合の対応などについて

職員に周知徹底を図っております。 

また、カスタマーハラスメントは、顧客等による著しい迷惑行為により、従業員の就業環

境が害されるなど、新たな社会問題となっております。 

こうした状況を受け、北海道カスタマーハラスメント防止条例が制定されました。 

町といたしましては、本条例を踏まえ、町内事業所の事業主及び従業員の皆様に、町のホ

ームページなどを通じて、ハラスメント全体の定義や相談窓口の情報などを広く周知し、未

然の防止や、安心して働ける職場環境作りの啓発などに努めてまいります。 

ハラスメントは加害者が無意識に行っている場合が多く、形式的な取り組みだけでは十分

とは言えません。 

町民の皆様一人ひとりが相手の立場に立つ心を持ち、思いやりと支え合いの心を持って行

動することが何よりも大切であると考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

小林議員。 

○６番（小林正浩君） 現在、役所内でハラスメント、カスタマーハラスメントも含めて、

そういうような事例っていうのがありますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 小林議員のご質問にお答えします。 

まず、カスタマーハラスメントについては、今のところ事案は確認されておりません。 

その他のハラスメントについてはですね、これまで３件の相談がございます。２件は指導

注意等で、問題については解決されております。１件目については、懲戒処分というものを

措置しています。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、今の総務課長の答えを聞いて非常に安心しております。 

役所内においてカスタマーハラスメントが、事例が見られないってことは、やっぱり町民

と役場職員との間に風通しがいいっていうか、良好な関係が結ばれているからそういう状況

だと思うんですよね、やっぱり、そこに思いやりがお互いにあるということ、素晴らしいこ

とだと思います。 

はい、ぜひ、これからも、そのとおり続けていただきたいなというふうに思います。 

次に、今、３件ほどのハラスメントがあったということなんですが、他町村もそうですけ
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れども、当町も途中退職者が非常に多いんですが、これにハラスメントっていうのは関連し

てないっていうふうに思ってよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 小林議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど申し上げました懲戒処分の１件の関係ですが、本人が退職なされていますけども、

これについてはですね、その他諸事情の私用の要件もありまして退職されてる件でございま

すので、これが全部、理由で退職されたということはございません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） はい、小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。 

次の質問なんですが、例えば除雪とかそういうものの苦情とかっていうのは、多分建設課

の方には結構いってると思うんですが、その中で、カスハラ防止のために電話録音装置って

いうのをつけている市町村というのがあると思うんですが、当町として、そういう心配が現

在あるのかどうかっていうのをお伺いします。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

除雪につきましてはですね、天候などもあり、様々な苦情ご意見がございます。 

ただ、その中でもですね、その感情的になる部分もときにはございますけれども、その辺

は我々も冷静になって対応している状況でございますけれども、町民のご意見というところ

で我々も対応していかなきゃいけないというところもありますので、その辺はですね、今の

ところは、そういう形で対応していきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。やはり、状況としてそんなにひどい状況じゃ

ないっていうことが確認できたので、非常に安心しております。 

それで町長答弁でもあったんですが、やはり、これから民間に対して周知していくってい

うということでよろしいでしょうか。 

まだ、そういう取り組みがされているっていう記憶がないんですが、その辺、今後の対応

についてもう一度説明願えればと思います。 

○議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

カスタマーハラスメント関係につきましてはですね、北海道の相談窓口が各振興局の商工

労働観光課の方になってますので、私の方からお答えさせていただきますけども、広報の住

民周知といいますか、それに関しましては、広報えさしの８月号でですね、今、掲載するよ

うなところで、今、準備進めております。 

また、併せましてですね、EOS 等でも活用しながら、その辺は広く周知してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 小林議員のご質問にお答えします。お答えいたします。 

庁内としてですね、対応としていたしましては、現在ですね、内部的な職員向け対応マニ

ュアルの方について検討させていただいております。 
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以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。非常に安心しております。 

やっぱり、みんなの努力で思いやりのあるまちづくりを進めていければなと思います。 

以上で質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして小林議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第７ 陳情第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第３号 適格請求書等保存方式（インボイス制度）

の廃止等を求める意見書採択についての要望書を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛に送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に配付いたし

ました陳情文書表の通りであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議し、全議員に資料配付として処理し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第３号については、全議員に資料配布のことといたします。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等を持って提案願いたいと思います。 

 

◎日程第８ 意見案第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第８ 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施策の充実強化を求める陳情書を議題といたします。 

本案の提出者は、小林正浩議員、賛成者は、村上守義議員、石川 勝議員より提出されて

おります。 

提出者である小林正浩議員、登壇の上、提案理由の説明を求めます。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木

材産業施策の充実強化を求める意見書。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実強化を求める意見書

を別紙のとおり、枝幸町議会会議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和７年６月 26 日提出。提出者、枝幸町議会議員小林正浩。賛成者、枝幸町議会議員村

上守義。賛成者、枝幸町議会議員石川 勝。 

それでは、朗読をもって説明させていただきます。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実強化を求める意見書

案。 

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や国土の保全、

林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるた

めには、森林資源の循環利用を進める必要がある。 

全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携し、2050 年カーボンニュート

ラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材

利用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスの利用促進など森林吸収源対策に積極的
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に推進する責務を担っている。 

本町をはじめ、道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林整備事業や治山事業

など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安定供給、山地災害の防止、

木造建築物の整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な取り組みを進めてきたところ

である。 

本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会の形成に貢献する

ためには、活力ある森林づくりや、道産木材の利用、防災・減災対策を一層進め、ゼロカー

ボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実強化を図ることが必要である。 

よって、国においては、次の措置を講じるよう強く要望する。 

記。 

１、地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的機能の持続的な発揮に向けて、新たに

制定された国土強靭化実施中期計画に基づき、伐採後の着実な植林、適切な間伐、路網の整

備や防災・減災対策の推進に必要な予算を十分に確保すること。 

２、森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害・病虫害など森林

被害対策、ICT 等の活用によるスマート林業の推進、木材加工・流通体制の強化、建築物の

木造・木質化や木質バイオマスの熱利用の促進などによる道産木材の需要拡大、外国人人材

も含めた森林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化すること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和７年６月 26 日 北海道枝幸町議会 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、

農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。 

以上であります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本意見案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、意見案第１号について採決いたします。 

お諮りいたします。本意見案については、原案のとおり採択することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施

策の充実強化を求める意見書は、採択することに決定いたしました。 

後ほど意見書を議長名で、関係機関へ提出いたします。 

○議長（小原 仁君） ちょっと何分間か時間早いようですが、区切りがつきましたので、

昼食のため休憩したいと思います。 

なお、会議の再開は１時といたします。よろしくお願いいたします。 

休憩 午前１１時５６分 
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再開 午後 １時００分 

 

◎日程第９ 議案第３７号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

その前に議場が大変暑くなっておりますので、議員の皆さん、職員の皆さん、上着を脱が

れて会議をしてください。 

日程第９ 議案第 37 号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更についてを議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 

○企画課長（中川一広君） 議案書１ページをお開き願います。 

議案第 37 号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について、提案内容を説明し

ます。 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第 10 項の規定に基づき、枝幸町

過疎地域持続的発展市町村計画を別紙により変更する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、過疎対策事業債を活用する事業といたしまして、議案書２ページ、

別紙のとおり、５、生活環境の整備の計画事業区分にし尿処理施設を加え、事業内容として、

南宗谷衛生施設組合が事業主体となって今年度実施する南宗谷クリーンセンター整備事業を

追加いたします。 

また、６、子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進の計画事業区分に

障害者福祉施設を加え、事業内容として、障害者福祉施設整備事業を追加するため、令和３

年度から７年度までの５年間の現市町村計画を変更するものです。 

議会議決の前提となります北海道知事との協議につきましては、本年４月 30 日付をもっ

て異議がない旨回答を得ており、法の規定に基づき、総務大臣への計画提出にあたって、議

会の議決を要するため提案するものでございます。 

なお、当該２事業につきましては、それぞれ令和７年度当初予算に計上されております。 

以上、提案内容の説明としますので、ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 37 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 37 号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更については、原
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案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第３８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 議案第 38 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

策定についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 

○企画課長（中川一広君） 議案書３ページをお開き願います。 

議案第 38 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、提案内容を説明し

ます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項

の規定に基づき、歌登辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙により策定する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、歌登地区一円を新たな辺地とし、総合整備計画の各事業に有利な

財源となる辺地対策事業債を活用する予定であるため、令和７年度から 11 年度までの５年

間の計画を新たに策定するものです。 

議会議決の前提となります北海道知事との協議につきましては、本年５月７日付をもって

異議がない旨の回答を得ており、法の規定に基づき、総務大臣への計画提出にあたって、議

会の議決を要するため提案するものです。 

議案書４ページの別紙につきましては、歌登辺地の総合整備計画書でございます。 

１、辺地の概況につきましては、各辺地とも、括弧１の名称、括弧２の位置について、と

もに記載のとおりでございます。 

なお、歌登辺地は、本年度から対象事業となる特別養護老人ホーム歌翠園整備事業などの

財源といたしまして、町債の中で有利な財源である辺地対策事業債を予定しており、今回、

歌登診療所の廃止や路線バスのコミュニティバス転換などによって、歌登地区の市街地が辺

地要件を満たすこととなったため、市街地全体を一つの辺地として計画しております。 

括弧３の辺地度点数につきましては、公共的施設、公共交通機関、生活基盤整備等の状況

をそれぞれの算式に基づき点数化いたしまして、その合計が 100 点以上の地域が辺地とさ

れ、歌登辺地では、医療機関までの距離で 50 点、役場までの距離で距離が 26 点など合計

で 145 点となっております。 

２、公共的施設の整備を必要とする事情につきましては記載のとおりで、高齢者保健福祉

施設では、特別養護老人ホーム歌翠園の大規模改修により、入所者の生活環境改善及び安全

確保が図られるとしており、消防施設では、水槽付消防ポンプ自動車の車両更新により、火

災や救助活動など緊急時の万全な災害対応を図る。また、消火栓更新により、有事の消防水

利維持を図るとしており、最後に除雪機械では、除雪ドーザの更新により、安全な冬期交通

が確保されるとしています。 

３の公共的施設の整備計画については、令和７年度から令和 11 年度までの５年間で、特

別養護老人ホーム歌翠園整備事業として９億 6,072 万 6,000 円、うち辺地対策事業債は２

億 9,680 万円、水槽付消防ポンプ自動車購入事業として１億 1,421 万 5,000 円、うち辺地

対策事業債は 8,910 万円、消火栓更新整備事業として 750 万円、うち辺地対策事業債 750

万円、雪寒建設機械整備事業として 5,500 万円、うち辺地対策事業債 5,500 万円としてお
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ります。 

以上、提案内容の説明としますので、ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これより、議案第 38 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 38 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第３９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第 39 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

変更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 

○企画課長（中川一広君） 議案書５ページをお開き願います。 

議案第 39 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について、提案内容を説明し

ます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第８項

の規定に基づき、山臼辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙により変更する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、山臼地区を辺地として、辺地対策事業債を活用する予定の事業を

追加するため、それぞれ５年間の総合整備計画を変更するものです。 

議会議決の前提となります北海道知事との協議につきましては、本年２月３日付をもって

異議がない旨回答を得ており、法の規定に基づき、総務大臣への計画提出にあたって、議会

の議決を要するため提案するものでございます。 

議案書６ページの別紙につきましては、山臼辺地の総合整備計画書でございます。 

１、辺地の概況につきましては、策定同様の説明になりますので割愛をさせていただきま

す。２、公共的施設の整備を必要とする事情、及び３、公共的施設の整備計画については、

既存の計画に経営近代化施設、公共育成牧場整備事業を追加するもので、事業費は 8,401

万 4,000 円、うち辺地対策事業債 8,380 万円を予定しております。 

以上、提案内容の説明としますので、ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 
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これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 39 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 39 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第４０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 40 号 公有財産の取得についてを議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書７ページでございます。 

議案第 40 号 公有財産の取得について。 

公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第３条の規定により議会の議決を求める。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

公有財産取得の内容について、ご説明申し上げます。 

取得する財産は、情報通信基盤施設 FTTH システム装置センター系装置購入でございます。 

取得の方法は、指名競争入札。入札参加者は、株式会社桜井電業所、石岡電気工業株式会

社の２社で、６月 10 日に入札を執行しております。 

納入期限は、令和８年３月 20 日。 

取得金額でございますが、消費税込２億 2,330 万円で、落札率は 99.80%。 

取得の相手方は、枝幸郡枝幸町幸町 288 番地１、石岡電気工業株式会社代表取締役石岡

智之様。 

取得する財産である情報通信基盤施設 FTTH システム装置の概要につきましては、議案関

係参考資料１ページに物件の外観図、概要等を掲載しておりありますので、ご参照いただけ

ればと存じます。 

以上、大変簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論ございますか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 40 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 40 号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されました。  
 

◎日程第１３ 議案第４１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 41 号 公有財産の取得についてを議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

学校教育課長。 

（学校教育課長三浦淳史君 登壇） 

○学校教育課長（三浦淳史君） 議案書８ページでございます。 

議案第 41 号 公有財産の取得について。 

公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第３条の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

取得する財産、児童生徒用１人１台端末 iPad 購入。 

２、取得の方法、随意契約。北海道共同調達による一般競争入札。 

納入期限は令和８年２月 28 日。 

取得金額 2,568 万 7,200 円。 

５、取得の相手方、旭川市台場１条１丁目１番８号、大丸株式会社東北支店、支店長野沢 

大。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本件は、文部科学省が進める GIGA スクール構想における児童生徒用端末の更新でありま

す。 

枝幸町立小中学校では、令和３年度より iPad を端末として使用していますが、耐用年数

である５年目を迎え、バッテリーの劣化による起動時間の減少などのことが事案がでてきて

おります。このため、学習の継続性などの観点から、新しい端末を購入し更新を行うもので

ございます。 

取得の方法についてですが、北海道においては、北海道公立学校情報機器整備事業費補助

金として、端末更新のための基金が造成されておりまして、スケールメリットや在庫数確保

などの観点から、端末の更新については、希望する市町村分を一括して購入する共同調達と

されております。 

今年度購入分につきましては、令和７年３月 18 日に北海道で入札が執行され、当町が希

望する iPad の業者は大丸株式会社で決定となっております。 

なお、購入する物件の詳細につきましては、議案関係参考資料２ページに内訳や各学校別

の購入台数内訳を記載してございますので、ご参照いただければと存じます。 

以上大変雑駁でございますが、議案第 41 号の提案内容の説明とさせていただきますので、

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申しあげます。 
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○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、ちょっと何点かお伺いしたいんですけど。 

今回のこの iPad ですが、ソフトウェアですね、ソフトウェア。それは今までのものを入

れ替えるっていうことになるのか、それとも新しい物がここに入っているのか、そこをちょ

っと教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） はい、ただいまのご質問にお答えをいたします。 

iPad そのもののですね機械の端末の更新でございますので、アプリケーションなんかも

ですね変わってまいります。 

また、なお学習用ソフトについてなんですけれども、こちらについては、来年度、今年１

年間でですね学校の先生方とこれまでの検証もしつつですね、どういったものがいいんだろ

うということも検証させていただいた中で、今年度については今までのものを使って、来年

度以降のものについては検証してまいりたいという考え方でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

報道によるとですね、あの小学生に対して iPad を与えているんだけども、壊れたりする、

落として壊したりとかいろいろそういうことが多くて、予算を圧迫してるんだっていうよう

な事例があったみたいなんですね。 

本校は、もうだいぶ前から iPad 使っているので、その中で壊れて修理したとかそういっ

た事例があるのか。 

それと、今回のこの iPad にその壊れたときの保証とか、そういったものがどういうふう

になっているのかっていうのを、ちょっとお聞きしたかったんですけども。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

事案としてですね、落として壊したということはほとんどお聞きしておりません。 

ただ、やっぱりペンの調子が悪いとかそういった関係はありますので、その辺については

ですね、うちの方にパソコンとか詳しい者もいますし、情報課の方に詳しいかと思いますの

で、そういったことで対応したりですね、また、若干転校などにより予備の器械もございま

すので、その辺は、生徒さんに迷惑をかけないような形でですね対応はできているというふ

うに考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。はい、質疑がないようです

ので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 41 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 41 号 公有財産資産の取得については、原案のとおり可決されまし

た。 
 

◎日程第１４ 議案第４２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 42 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算につ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書９ページでございます。 

議案第 42 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第１号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 7,008 万 1,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 132 億 9,908 万 1,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表、地方債補正は変更が２件ございまして、変更内容は

全て限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については変更はございません。 

１件目は辺地対策事業で、補正前限度額２億 5,840 万円を補正後限度額２億 7,750 万円

に増額。 

２件目は過疎対策事業で、補正前限度額 19 億 8,600 万円を補正後限度額 20 億 690 万円

に増額するものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、主に各種事業に係る国・道支出金の交付決定

に伴う町債との財源調整、財源を補うための財政調整基金の繰入など計上しております。 

歳出におきましては、主に森林環境譲与税活用事業やふるさと未来応援基金活用事業とし

ての医療技術者等修学資金貸付事業、また、その他各種補修等に係る経費や簡易水道企業会

計への繰出出資の増額などを提案させていただいております。 

それでは、事業別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

13 款分担金及び負担金、２項負担金は 350 万円の増額。 

15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 4,251 万円の減額で、主な内訳は、社会資本整備総

合交付金などの交付決定に伴い、道路橋梁費補助金の減額でございます。 

16 款道支出金、２項道補助金は 916 万 6,000 円で、主な内訳は、林業費補助金の 760 万

円の増額でございます。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 465 万円の増額で、不動産売払収入。 

18 款１項寄附金は 100 万円の増額で、一般寄附金。 

19 款１項繰入金は 5,414 万 8,000 円の増額で、主な内訳は、財政調整基金繰入金 4,440

万 7,000 円、森林環境譲与税基金繰入金 758 万 1,000 円のそれぞれ増額でございます。 
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21 款諸収入、５項雑入は 12 万 7,000 円の増額。 

22 款１項町債は 4,000 万円の増額で、主な内訳は、先にご説明いたしました国庫補助金

の社会資本整備総合交付金などの交付決定に伴い、道路橋梁債として財源の振替を行ったも

のでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 132 億 2,900 万円に対し 7,008 万 1,000 円を増額

し、132 億 9,908 万 1,000 円とするものです。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出をご説明いたします。14 ページをお開きください。 

１款１項議会費は１万 5,000 円の増額で、議会議員経費でございます。 

16 ページになります。２款総務費、１項総務管理費は 2,386 万 1,000 円の増額で、主な

ものは、17 ページ二つ目、職員研修経費 63 万 6,000 円、下から二つ目、基金管理費 2,300

万円のそれぞれ増額でございます。 

20 ページになります。３款民生費は 53 万円の増額。内訳は、１項社会福祉費が３万

3,000 円の増額で、地域活動支援センター管理運営経費でございます。 

２項児童福祉費が 49 万 7,000 円の増額で、主なものは、21 ページ三つ目、こども家庭セ

ンター管理運営経費 40 万 9,000 円の増額でございます。 

22 ページ、４款衛生費は 2,111 万 5,000 円の増額。内訳は、１項保健衛生費が 1,854 万

7,000 円の増額で、主なものは、23 ページ上、簡易水道事業会計出資及び運営経費 1,190

万 3,000 円、その下、医療技術者等修学資金貸付事業 216 万円、その下、ゼロカーボン推

進事業 448 万 4000 円のそれぞれ増額でございます。 

22 ページに戻りまして、２項清掃費が 256 万 8,000 円の増額で、主なものは、23 ページ

下から二つ目、リサイクルセンター複合化整備事業 160 万円、その下、枝幸一般廃棄物埋

立処分地施設管理経費 96 万 8,000 円のそれぞれ増額でございます。 

24 ページです。６款農林水産業費は 2,015 万 9,000 円の増額。内訳は、１項農業費が

165 万 9,000 円の増額で、主なものは、25 ページ三つ目、公共育成牧場管理事業 146 万

7,000 円の増額。 

24 ページに戻りまして、２項林業費は 1,850 万円の増額で、主なものは、25 ページ中ほ

ど、森林環境譲与税活用事業 1,200 万円、その下、作業道整備事業 200 万円のそれぞれ増

額。27 ページ上、森林環境保全整備事業 650 万円を減額したうえで、その下、循環型資源

基盤整備強化対策事業 1,100 万円を追加とし、事業内容を組み替え、精査したうえで、道

補助金の補助率の高い事業へ振り替えたことによるものでございます。 

28 ページです。７款１項商工費は 105 万 7,000 円の増額で、道の駅管理経費でございま

す。 

30 ページ、８款土木費、１項道路橋梁費は 272 万 8,000 円の増額、内訳は、除雪対策経

費でございます。 

32 ページ、10 款教育費、２項小学校費は 61 万 6,000 円の増額で、小学校管理経費でご

ざいます。 

34 ページです。13 款１項職員費は、補正額はなく、財源振り替えをしております。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 132 億 2,900 万円に対し 7,008 万 1,000 円を増額

し、132 億 9,908 万 1,000 円とするものです。 

37 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和７年度枝幸町一般会計補正予算第１号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として普通建設事業補正予算一覧表添付しております。また、令和６
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年度建設工事等業者別発注一覧表及び５月末現在の令和７年度建設工事等発注一覧表を参考

資料として配付させていただきましたので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますよう、お願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑ありませんか。

特にありませんか。 

小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

一点だけ、25 ページの森林環境譲与税活用事業の委託料について、目的と内容について

説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

委託料ですが、無人航空機操縦講習業務委託料としてですね、昨年度、私有林等の竣工検

査用にドローンを購入いたしましたが、今の段階で、目視外飛行ができない状況になって、

なかなか業務に不便が生じているということで、お隣の浜頓別町にですね、資格を持った方

がいますんで、その方に当町に来ていただいて、４名分の講習料として委託料を計上してお

ります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） それと、この 70 万円の委託料で４名分ということで、これをやる

ことによって、４名の方が有資格者になるっていうことでいいんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問でございます。 

４名の方が受講することによって、目視外飛行が可能となって、よりうまくですね、ドロ

ーンを活用した検査等ができるということで理解いただければと思います。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

はい、５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君） ヒグマのことについてちょっと質問したいんですけども、よろしい

ですかね。 

○議長（小原 仁君） ヒグマのことについてですか。 

○５番（野口洋郎君） ちょっと項目がないものですから、どうしたものかと思ったんです

けど、ちょっと町民の方々から・・・ 

○議長（小原 仁君） 許します。どうぞ。 

○５番（野口洋郎君） よろしいですか。 

ですね、千畳岩の方にヒグマが発見されたという情報が 16 日と 24 日に出てまして、そ

れで 16 日の情報が出てすぐ閉鎖になりましたが、キャンプ場ですね、それすぐ解除になっ

て、また 24 日に出て、今日、昨日はもう、閉鎖が解かれているっていうこういう状況なん

ですよね。 

それで、７月４日にうまいもの祭りがあります。 

今のヒグマの状況がどういうふうになっていって、どう町としては捉えているのかってい

うところをちょっとお聞きしたかったんですけど。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 
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○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

野口議員さん、２日出没したということだったんですが、当課では４日ですね出没した情

報を確認しておりまして、先週の土曜日はですね、キャンプ場の町有林探索路のある町有林

があるんですけど、あそこの中に逃げ込んだということですね、猟友会のハンターとですね、

職員でですね、花火で追い払いを行ったんですが、なかなか確認できない状況にあります。 

あまり大きくない個体だっていうことはハンターさんが目撃してですね、そういう情報を

得てるんですが、何を目的にですね出没しているのかわからない状況ですんで、檻をかけて

捕獲するということもなかなか難しいという状況で、今は、また、あそこですね自然公園な

んで、銃器による捕獲ができないような状況になってますんで、何とかですね当課としても

ですね、花火等でですね払うようですね、あと、また監視カメラ等も設置してますんで、そ

ういった情報あればですね、猟友会警察と協力してですね、捕獲できる場合は捕獲したいと

考えておりますので、今のところ状況は、そのような状況となっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。ありがとうございます。 

あのですね、今、千畳岩のキャンプ場にやっぱり 10 台ぐらいキャンピングカー停まって

いるんですよね。 

それで、その方々の安全というか、それは大丈夫なのかっていう心配と、それと先ほど言

いましたけども、うまいもん祭りにあたって、そのクマに関してどういうような感じで町民

の方にお話したらいいかなっていう思いがあるんですけども、その辺は町としてどうどうな

んでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 観光課長。 

○観光課長（佐藤貴幸君） ただいまの質問にお答いたします。 

千畳岩のキャンプ場につきましては、クマが出没した際にですね一時封鎖をいたし、警察

指導によりまして封鎖をいたしました。警察と協議のもと。 

それで、特に特段の目撃情報がなければですね、次の日解除ということで、初回の目撃以

降はそういった形で対応しております。 

それ以降につきましてもですね、出没につきましては注意喚起ということで、町のホーム

ページ、あと、並びに千畳岩キャンプ場で周知の広告等を掲示しております。 

また、キャンパーに関してはですね、出没した際には、幸いにもまだキャンパーが少なか

ったものですから事情をお話しましてですね、別な岡島キャンプ場なりを紹介してですね、

そちらの方に退避をしていただいたという状況でございます。 

うまいもん祭りの関係ですけども、祭りの実施の判断につきましては、実行委員会の方で

判断をされる形になりますが、現時点はですね、現時点ではですね、実施の方向で今準備を

進めております。 

ただ、まだあと１週間ございますので、状況によっては改めてまた実行委員会の方で協議

される形になっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。よろしいですか。はい、以上で質疑な

しと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） はい、これで討論を終わります。 

これより、議案第 42 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 42 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のとお

り可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第４３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 第 43 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 10 ページでございます。 

議案第 43 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第１号の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、緊急修繕対応の施設維持補修費の追加及び、今年度、移

設補償費を財源として行う建設改良事業において、人件費の一部についても補償費の対象と

なるということから、職員１名分の７月以降の人件費について、収益的支出の人件費を削減

し、新たに資本的支出の人件費を追加するものでございます。 

総則第１条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計の補正予算第１号は、次に定めるところ

による。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算第３条に定めた収

益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額２億 964 万 5,000 円に対し、第２項営業外収益

で 481 万 1,000 円を増額し、２億 1,445 万 6,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既

決予定額２億 964 万 5,000 円に対し、第１項営業費用で 481 万 1,000 円を増額し、２億

1,445 万 6,000 円とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のと

おり補正する。 

収入、第１款資本的収入、既決予定額１億 5,387 万 6,000 円に対し、第２項他会計出資

金で 709 万 2,000 円を増額し、１億 6,096 万 8,000 円とし、支出、第１款資本的支出、既

決予定額１億 5,410 万 6,000 円に対し、第１項建設改良費で 709 万 2,000 円を増額し、１

億 6,119 万 8,000 円とするものでございます。 

２ページにまいりまして、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第４条、

予算第６条に定めた経費の金額を次のとおり改める。 

第１号、給与費、既決予定額 1,714 万 2,000 円に対し、290 万 3,000 円を増額し、2,004

万 5,000 円に改めるものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内容につ
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きましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入で、１款水道事業収益、２項営業外収益が 481 万 1,000 円の増額で、

一般会計負担金でございます。収益的収入は以上でございます。 

次に６ページ、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 481 万 1,000 円の増

額で、主なものは、配水及び給水費が 900 万円の増額で、緊急修繕対応の施設維持補修費

の追加。総係費が 418 万 9,000 円の減額で、建設改良事業に係る職員１名分の人件費の減

額及び職員の会計間異動による人件費の精査でございます。収益的収支は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、２項他会計出資金が

709 万 2,000 円の増額で、一般会計出資金でございます。資本的収入は以上でございます。 

10 ページに参りまして、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 709 万

2,000 円の増額で、建設改良事業に係る職員１名分の人件費の追加でございます。資本的支

出は以上でございます。 

13 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させて

いただきます。以上で、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第１号の内容説明と

させていただきます。 

よろしくご審議のうえご決定くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 43 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 43 号 令和 7 年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 報告第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 報告第２号 令和６年度オホーツク枝幸株式会社の経

営状況についてを報告願います。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書 11 ページをお開き願います。 

報告第２号 令和６年度オホーツク枝幸株式会社の経営状況について。 

地方自治法第 243 条の３第２項の規定により、令和６年度オホーツク枝幸株式会社の経

営状況を別紙のとおり報告する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

12 ページ、報告第２号別紙をお開き願います。オホーツク枝幸株式会社より提出のあっ

た令和６年度事業報告及び決算の主な内容について報告します。 
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括弧１組織の状況でございます。 

オホーツク枝幸株式会社は、平成 29 年度から、枝幸町の保養施設、南宗谷ゴルフ場の指

定管理者として運営を行っており、令和２年度からは、新たに５ヶ年の指定管理協定を締結

し、指定管理期間の最終年度であった５年目の運営を終えたところであります。 

従業員の状況として、３月 31 日現在の従業員数は、社員 34 名、パートタイム 44 名、計

78 名となっております。社員の採用はなく、退職は３名となっており、パートタイム職員

では、原則、欠員が生じた場合に、地元雇用により補充対応としているほか、安定した施設

運営を図るため、施設の枠組みにとらわれない横断的な人員配置により人材不足を補ってお

りますが、繁忙期には派遣職員も活用して人員確保を図りました。 

次に、12 ページ中段から 13 ページ中段までの括弧２保養施設の運営状況でございます。 

国内では、新型コロナの影響で抑圧されていた旅行意欲が大きく回復している状況であり

ましたが、インバウンドによる観光需要は偏在傾向にあり、両保養施設においては、町外か

らの各種ツアー並びに宴会プランを企画し、町内外の利用者増加に努めてまいりました。 

宿泊部門では、令和５年度まで実施されていた観光需要喚起策や、行動制限解除により回

復していた宿泊者数も、室料改定による影響やビジネスによる長期宿泊者数の減少から、両

施設における宿泊者数は前年から約８％減少しております。 

コテージの里の利用状況は、コテージ宿泊者数が 777 人で前年実績から 110 人増加して

おりますが、センターハウス利用者数においては 57 人で前年から 30 人減少しております。 

次に、レストラン部門では、原材料費の高騰により、メニュー価格の改定や宿泊客の減少

から、ニュー幸林の利用者数、食事収入ともに前年実績を下回りましたが、宴会利用は回復

しており、緩やかではありますが大人数での宴会や町外からの利用も増加していることから、

送迎サービスを活用した宴会プランで集客を図ってまいります。 

グリーンパークホテルでは、スタッフの確保に苦慮しながらも、通常営業を継続すること

で利用者の確保に努めたことから、コロナ禍以降では初めて１万人を超える利用者実績とな

りましたが、宴会利用者は前年を下回っております。 

ニュー幸林では、施設全体の利用者数が 11 万 1,550 人で、前年から 1,679 人減少しまし

たが、売り上げでは２億 8,481 万 8,000 円と４年連続で売り上げを伸ばしており、また、

うたのぼりグリーンパークホテルでは、施設全体の利用者が４万 822 人で前年から 847 人

増加しており、売り上げにおいても１億 4,273 万 9,000 円で、ニュー幸林同様に４年連続

で売り上げを伸ばしております。 

近年の最低賃金の高い上昇率に伴う人件費の増加や、人員不足を補う派遣職員の雇用、物

価上昇による経費の増加率は高い水準で推移している状況で、会社全体の売上高では４億

4,316 万 6,000 円と、昨年に引き続き過去最高の売上高となり、営業損失は 9.4％縮小され、

会社運営費を含む町からの指定管理料は、当初予算から 1,550 万円減額となる 7,920 万円

となりました。 

令和７年度からの新たな指定管理期間においても、ホテルニュー幸林、うたのぼりグリー

ンパークホテル、コテージの里、３施設の連携を強化し、安心・安全な施設運営に取り組ん

でまいります。 

13 ページ下段に移りまして、宿泊者数では、ホテルニュー幸林の宿泊者数が１万 8,582

人、前年対比 91.9％、グリーンパークホテルで１万 2,434 人、前年対比 92％、コテージは

777 人、前年対比で 116.5％です。 

入浴者数は、ホテルニュー幸林で５万 2,657 人、前年対比 99.8％、グリーンパークホテ
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ルで１万 5,997 人、前年対比 105.6％です。 

レストラン利用者数は、ニュー幸林で３万 7,433 人、前年対比 98.6％、グリーンパーク

ホテルで１万 571 人、前年対比 113.4％となっております。 

14 ページ上段に移りまして、売上高及び利益はともに税抜きで、ホテルニュー幸林が売

上高２億 8,481 万 8,000 円で、721 万 1,000 円の営業損失、491 万 8,000 円の経常利益と

なっています。 

うたのぼりグリーンパークホテルでは、売上高は１億 4,273 万 9,000 円、3,587 万

4,000 円の営業損失、141 万 6,000 円の経常利益となっております。 

次に、14 ページ中段の括弧３、南宗谷ゴルフ場の運営状況でございます。 

令和６年度は、４月 28 日から営業開始し、11 月４日のクローズまで大きな事故等もなく

営業を行うことができましたが、利用者数では 3,689 人で、前年より 90 人減少しておりま

す。 

利用者の傾向としましては、会員利用が 228 人減少し、法人会員が 70 人の増、会員以外

のビジター利用が 65 人増加しております。また、地区別では、町内利用者が７人増加して

おり、町外利用者では 187 人減少し、特に南宗谷地区で 140 人減少しております。 

質の高いコース管理を維持し、コースコンディションの良さをアピールしながら、減少傾

向にある町外利用者の獲得のためホテルとの連携を強化し、プレイヤーのニーズに沿った新

たなプランを検討し、利用者の安全・安心を確保した円滑な施設運営に努めてまいります。 

下段の表のとおり、利用者数は 3,689 人で、前年対比 97.6％、税抜きの売上高は 1,560

万 9,000 円、1,468 万 8,000 円の営業損失、100 万 2,000 円の経常利益となっています。 

15 ページのオホーツク枝幸株式会社全社の貸借対照表につきましては、読み上げでの報

告は省略いたします。 

次に 16 ページ、損益計算書、金額は税抜きでございます。 

はじめに、両ホテルの入浴料、宿泊料、ゴルフ場の使用料、食堂売店の収入など、売上高

合計は４億 4,316 万 5,908 円です。売上高から売上原価 8,396 万 2,008 円を差し引いた売

上総利益は３億 5,920 万 3,900 円で、人件費や光熱水費などの販売費及び一般管理費の合

計４億 2,602 万 5,231 円、これを差し引いて 6,682 万 1,331 円の営業損失となっておりま

す。 

次に、営業外収益主なものとして、町からの指定管理料繰入が 7,200 万 2 円、雑収入 198

万 168 円で、営業外収益合計は 7,401 万 2,032 円です。 

消費税精算差額の営業外費用が５万 2,292 円で、営業損失に営業外収益、営業外費用を

加減し、713 万 8,409 円の経常利益となり、特別利益、法人税、住民税及び事業税を加減し、

590 万 8,909 円の当期純利益でございます。 

なお、本決算につきましては、令和７年５月 30 日開催の令和７年度定時株主総会にて承

認されております。 

最後に、コロナ禍終息から２年が経過し、地域住民や近隣住民が求めるサービスも変化し

ており、利用者の変化したニーズに対応した質の高いサービスを提供するため、職員のスキ

ルアップ、必要な知識を習得することで、会社全体の成長に繋がるよう、私ども、町とオホ

ーツク枝幸株式会社、職員が一丸となって、利用者の安心・安全に配慮した施設運営に取り

組んでまいります。 

以上、経営状況の報告とします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 
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本件は、報告済みといたします。 

 

◎日程第１７ 報告第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 報告第３号 令和６年度枝幸町一般会計繰越明許費繰

越計算書についてを報告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 17 ページでございます。 

報告第３号 令和６年度枝幸町一般会計繰越明許費繰越計算書について。 

地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、令和６年度枝幸町一般会計繰越明許費

繰越計算書について、別紙のとおり報告する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

18 ページの繰越計算書をご覧ください。繰越事業は全部で３事業ございまして、全て

国・道において繰越措置する事業となっております。 

１件目は、６款農林水産業費、１項農業費の道営草地整備事業（担い手中核型）、金額及

び翌年度繰越額は同額の 1,625 万円。繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出

金が 129 万円。その他、受益者負担金でございますが 1,367 万円。一般財源が 129 万円で

ございます。 

２件目は、６款農林水産業費、３項水産業費の荷捌き施設整備事業で、金額及び翌年度繰

越額は同額の 1,308 万 8,000 円。繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が

981 万 8,000 円。その他、産業振興基金でございますが 327 万円でございます。 

３件目は、８款土木費、４項都市計画費の下水道事業会計出資及び運営経費で、金額及び

翌年度繰越額は同額の 2,490 万円。繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の町債でござい

ます。 

合計でございますが、金額及び翌年度繰越額は同額の 5,423 万 8,000 円。繰越額の財源

内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が 1,110 万 8,000 円。町債が 2,490 万円。その他

が 1,694 万円。一般財源が 129 万円でございます。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は、報告済みといたします。 

１時間ほど経ちましたので、２時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午後 １時５９分 

再開 午後 ２時１５分 

 

◎日程第１８ 報告第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 報告第４号 令和６年度枝幸町下水道事業会計予算繰

越計算書についてを報告願います。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 19 ページでございます。 

報告第４号 令和６年度枝幸町下水道事業会計予算繰越計算書について。 

地方公営企業法第 26 条第１項の規定により、令和６年度枝幸町下水道事業会計予算の建
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設改良費の繰越を行ったので、同条第３項の規定に基づき報告する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

20 ページの繰越計算書をご覧ください。繰越事業は１事業ございまして、資材の入手難

により、年度内に終了せず、工期が翌年度に渡るためでございます。 

内訳は、１款公共下水道事業、資本的支出、１項建設改良費の枝幸下水終末処理場機器更

新事業で、予算計上額は１億 1,106 万 5,000 円。支払義務発生額及び翌年度繰越額は同額

の１億 1,099 万円。繰越額の財源内訳は、国庫補助金が 6,104 万 4,000 円。企業債が

2,500 万円。一般会計出資金が 2,490 万円。損益勘定留保資金が４万 6,000 円でございま

す。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は、報告済みといたします。 

 

◎日程第１９ 報告第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 報告第５号 寄附採納について報告願います。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 21 ページでございます。 

報告第５号、寄附採納について。寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和７年６月 26 日提出 枝幸町長。 

今回は、指定寄附２件、一般寄附１件と、ふるさと未来応援寄附の実績を報告いたします。 

はじめに、１、指定寄附２件です。 

１件目、寄附者氏名、札幌市中央区北５条西６丁目１番地 23、ダイシン設計株式会社 

代表取締役本田弘幸様。寄附の種類は、現金 50 万円。指定内容は、地域再生法第 13 条の

２に規定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業として。寄附年月日は、令和７年３月

18 日です。 

２件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町幸町 7888 番地、枝幸漁業協同組合 代表理事組合長

桜庭研児様。寄附の種類は、冷凍毛がに４kg10 尾、166.4kg。指定内容は、オホーツク枝

幸うまいもん祭り用として。寄附年月日は、令和７年５月 27 日です。 

次に、２、一般寄附１件です。 

寄付者氏名、枝幸郡枝幸町登西町 118 番地 70、髙井 浩様。寄附の種類は、現金 100 万

円。寄附年月日は、令和７年５月２日です。 

続きまして 22 ページ、３、ふるさと未来応援寄附の令和６年度実績です。 

寄附額区分ごとにご説明いたします。 

まちづくり応援事業、３万 3,970 件、６億 3,305 万 5,000 円。福祉・医療応援事業、

4,671 件、8,301 万 9,000 円。子育て・教育応援事業、１万 6,544 件、２億 9,170 万 300

円。合計で５万 5,185 件、10 億 777 万 4,300 円となっております。 

以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附をいただいた皆様に、この場をお借りいたしま

して厚くお礼申し上げ、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は、報告済みといたします。 
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◎日程第２０ 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報告書並

びに監査委員から例月出納検査の報告書が、それぞれ資料配付のとおり議長宛てに提出され

ています。 

また、今定例会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任委員長及び議会運営

委員長から所管事務調査としてそれぞれ議長宛に提出がありましたので、申し出のとおり、

決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり、決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（小原 仁君） これで、本定例会の会議に付された事件は、全て議了をいたしまし

た。会期は１日残っておりますが、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思い

ます。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。本定例会は、本日で閉会することに決定いたし

ました。 

 今、石油、ガス、それぞれ値上げ、このままでいくと値上げの予定でありますけども、一

応、ホルムズ海峡が安定するんじゃないかということで、心配が少しは良くなったかなとい

うふうに思います。 

今、また、秋になったら続々と物の値上がりが続くと思いますけれども、やはりその大き

な要因としては物流経費の増大、これが非常にあるかというふうに思います。 

物流の経費、このあいだ、セコマの会長の話も聞きましたけども、やっぱり、その物流を

いかに効率良く回すかということが、物流経費を抑えることなんだという話がありました。 

各メーカー、全てが物流経費の増大で、皆、大きな値上げをせざるを得ないという、皆、

各社異口同音にそう言っておりますけども、なんぼか、その辺は、秋に向けて少しは安心で

きるかなというふうに思います。 

当初、申し上げましたとおり、北海道も 2100 年ぐらいには気温が 40 度ぐらいになると、

本州はどうなるのかなというお話をしましたけれども、今、米でも就業者が減っている中で、

やはり大型化をしなきゃ駄目なんだっていう話があります。それは、今の現状が続いての話

なんですね。 

今の現状、もし、本州の方で暑かったり、干ばつだ、大雨になって米が作れなくなったと

きに、やはり、米問題っていうのは非常に大きなことになってくると思います。 

今、熱に強い米の品種改良とかやってるみたいですけども、それだと、やっぱり自然の大

きな力にはかなわないわけで、その辺、やはり、いろんな、今、方法がありますので、我々

の食料、どうにか、その自給率を上げる手立てを国でも民間でもしていただきたいなという

ふうな、今、思いでいっぱいでございます。 

そういうことを皆さんにお伝えして、これで会議を閉じたいと思います。 

令和７年第２回枝幸町議会定例会を閉会いたします。大変ご苦労さまでした。 
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（延会 午後２時２５分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。  
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